
医
療
機
関
に
お
け
る
臨
床
心
理
職
（
国
家
資
格
）
に
関
す
る
お
願
い 

 

臨
床
心
理
職
の
国
家
資
格
化
を
通
じ
て
国
民
の
心
の
ケ
ア
の
充
実
を
目
指
す
議
員
懇
談
会
御
中 
医
療
心
理
師
国
家
資
格
法
を
実
現
す
る
議
員
の
会 

御
中 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要
望
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医
療
機
関
に
お
け
る
臨
床
心
理
職
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医
療
ス
タ
ッ
フ
有
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病
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（
神
戸
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学
医
学
部
付
属
病
院
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一 

お
願
い
の
要
旨 

 

現
在
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
か
か
る
心
理
職
の
国
家
資
格
化
に
向
け
て
、
二
つ
の
議
員
連
盟
に
お
い

て
ご
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
二
つ
の
心
理
職
の
国
家
資
格
化
の
検
討
に
お
い
て
、
私
ど
も
医
療
機
関
で
働
く
臨
床
心 

理
士
と
し
て
、
以
下
の
点
を
ご
配
慮
願
い
た
く
、
よ
ろ
し
く
ご
高
配
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
は
、
相
談
者
で
あ
る
国
民
と
の
信
頼
関
係
及
び
関
係
職
種
間
の
協
力
関
係 

が
不
可
欠
で
す
。
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
「
臨
床
心
理
職
」
と
「
医
療
心
理
師
」
は
、
名
称
は
異
な
っ

て
も
、
類
似
す
る
心
理
相
談
等
の
仕
事
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ご
承
知
の
と

お
り
医
療
機
関
に
は
既
に
少
な
く
と
も
四
〇
〇
〇
余
名
の
臨
床
心
理
士
が
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
現
実
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
、
混
乱
の
な
い
形
で
の
国
家
資
格
化
を
ご
検
討
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

二 

要
望
事
項 

① 

利
用
者
の
国
民
と
、
連
携
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
混
乱
し
な
い
一
つ
の
資
格
に
し
て
下
さ
い
。 

② 

名
称
を
臨
床
心
理
士
（
仮
称
）
に
統
一
し
て
下
さ
い
。 

③ 

も
し
も
、
四
年
制
卒
と
修
士
課
程
修
了
の
二
つ
の
資
格
と
な
る
場
合
に
も
、
連
続
性
を
持
っ

た
資
格
に
し
て
下
さ
い
。 

（
署
名
は
医
療
機
関
勤
務
者
ご
本
人
の
み
お
願
い
し
ま
す
。
） 

取
り
扱
い
送
付
先 

臨
床
心
理
職
国
家
資
格
推
進
連
絡
協
議
会 

〒
１
１
３-

０
０
３
３ 

東
京
都
文
京
区
本
郷
２
―
４
０
―
１
４
山
崎
ビ
ル
５
０
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日
本
心
理
臨
床
学
会
内 

推
進
連
事
務
局
（
七
月
中
旬
ま
で
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